
災害対策活動を行う帯広開発建設部，帯広財務事務
所が入居する木造化を促進しない合同庁舎ですが，来
庁者を木の暖かみで迎え入れるため，玄関ホールの
床，壁，天井の一部を木仕上げとしています。また，
来客者等，国民の目に触れる機会が多い展示コーナー
や上級室の壁面の一部を木仕上げとするなど積極的に
木質化を行っています。

注
掲載している写真の著作権はすべて北海道開発局営
繕部に帰属していますので転載・転用は一切禁止しま
す。
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北海道開発局では，実施事業について知る機会の提
供，意見を聞かせていただく場，の2点を目的とした
「出前講座」事業を実施されています1）。
本原稿は，出前講座メニューのひとつである「官庁
施設の木材活用について」をご紹介いただいたもので
す。ご執筆，掲載を快諾いただいた開発局営繕部営繕
整備課の皆さまに深く感謝申し上げます。
1)　出前講座のご案内：https://www.hkd.mlit.go.jp/ky 

/ki/kouhou/splaat00000046k7.html
（普及協会・菊地）

3) 帯広第2地方合同庁舎
所在地：北海道帯広市西4条南8丁目
　敷地面積：11,922.79m2

構造・規模：鉄骨鉄筋コンクリート造6階建て
8,705.01m2

築年：令和元年
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■海外研修を実施しました

北森カレッジの教育課程(第2学年)の選択科目である「フィンランド研修」を開校以降初めて実施しました。

研修には2年生の10名が参加し，フィンランドの地で様々な研修を体験することができました。研修に参加

した生徒からは，「日本では経験できない貴重な経験ができました」と大変好評でした。

2年生はこれから就職活動も本格化していきますが，フィンランドで得た学びを大いに今後の人生に活か

してほしいと思います。

■「まちなかキャンパス2023」に出展しました
旭川駅を起点に北へ約1km続く歩行者天国「平和

通買物公園」を活用して，子どもたちとふれあいな
がらデザインを伝えるイベント「まちなかキャンパ
ス2023」に出展しました。出展期間は6月17日（土）
～18日（日）で，イベントのタイトル名は『木のし

おりづくり』です。ここでは，薄く切った木の板を
好きな形に加工したり，イラストなどを描いてオリ
ジナルのしおりを作るワークショップを開催しまし
た。

【生徒が現地のハーベスタを操作】

（林産試験場 広報担当）

（北海道立北の森づくり専門学院 那須 貴洋）

【大規模な製材工場を視察】

【ワークショップの様子】

令和5年6月11日～19日(移動日含む)期 間
生徒10名，教職員4名(引率)参加者
〈フィンランド共和国〉
・リベリア林業専門学校(バルティモトレーニングキャンパス)
・製材工場(KUHMO-OY)，CLT工場(CLOSSLAM)
・林業機械メーカー(PONSSE)

研修先

・高性能林業機械シミュレーターによるトレーニング
・高性能林業機械(ハーベスタ)に搭乗し，伐木操作の体験
・製材工場，CLT工場の見学
・林業機械メーカーで，機械の製造ラインを見学

研修内容

○フィンランド研修概要

北森カレッジニュース


